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伊方最判と水蒸気爆発 

意外な取り合わせと見えますが、
実はそうではないのです。 
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水蒸気爆発とは 

１．水蒸気爆発とは高温の溶融物と接した水が瞬時に気化する物埋現象。この急激

な蒸発により、水は気化しその体積は数十分の1秒程度の聞に1600倍にもなる。

古くから金属工場等の爆発事故原因の上位を占め恐れられてきた。溶融核燃料も

また、水と接触することで水蒸気爆発を起こす危険を持っている。 

 

２．福島原発事故では、メルトスルーの結果、コア・コンクリート反応（MCCI）が起り

水素爆発に至った。そこで、新規制基準ではMCCI対策として、原子炉下部に水を

張ることとした。この安価で安易な方法は、逆に水蒸気爆発の危険を生じさせた。

要するに、MCCIの危険を避けるため、水蒸気爆発という、さらに大きい危険を選

択したのである。有り得ない考え方。 
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（本訴準備書面42 水蒸気爆発:要約版の「はじめに」より） 

伊方最判と水蒸気爆発 

 OECDは水蒸気爆発の危険と正面から向き合い、セレナプロジェクトを実施した。我

国からも二つの研究機関がこれに参加した。その成果はセレナレポートとして発表されて

いる。にもかかわらず、規制委員会はこれを検討しないまま、被告の3号炉設置変更を

許可した（甲E14、乙16）。この判断は、当然考慮するべき最新の知見を無視する

ものであり、最判平成4年10月29日に反する。 

 これが原告の主張である。水蒸気爆発の発生確率やその破壊力の危険性を直接論

じるものではない。 
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セレナプロジェクトとは 

１．OECDが原子炉水蒸気爆発に関する安全性に不安があるとして開始されたの

がセレナプロジェクト。（OECD＝経済協力開発機構は先進国３８ヶ国が加

盟する世界最大のシンク・タンク。原子力利用では、IAEAと並ぶ国際的な推

進エンジン） 

２．セレナプロジェクトで得られた知見に関する報告がセレナレポート。「セレナプロ

ジェクト事業で圧力容器外の水蒸気爆発に関する課題が、決定的解決に至っ

たとはいえない。」と報告。 

３．プロジェクトリーダーは「水蒸気爆発リスクについての現在の研究では、高温溶

融物と水の接触があれば水蒸気爆発は必ず起きるとの前提で、起きれば格

納容器損傷の危険性があることを認める。」 
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伊方最判とは 

「原子炉施設の安全性に関する被告行政庁の判断の適否が争われる原子炉設置許可

処分の取消訴訟においては、右判断に不合理な点があることの主張、立証責任は、本

来、原告が負うべきものであるが、被告行政庁の側において、まず、原子力委員会若しく

は原子炉安全専門審査会の調査審議において用いられた具体的審査基準並びに調査

審議及び判断の過程等、被告行政庁の判断に不合理な点のないことを相当の根拠、

資料に基づき主張、立証する必要があり、被告行政庁が右主張、立証を尽くさない場

合には、被告行政庁がした右判断に不合理な点があることが事実上推認される。」  

（裁判所のＷｅｂサイト「最高裁判所判例集」より） 
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伊方最判のポイント 

１．訴訟において、立証責任は本来原告が負うべきものであるが、原発裁判に

おいては、被告（国や原子力事業者）が、原発が安全であることについて

の立証責任を負う。 

２．その立証には、審査基準（新規制基準）やその審査（規制基準適合性

審査）に不合理な点のないことや見逃すことのできない落ち度のないことの

証明が必要。 

⇒立証責任の原告から被告への転換 
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水蒸気爆発へのあてはめ 

１．原子力規制委員会は、原子炉底部に水を張ることによって、メルトダウン・メルトス

ルー時、水蒸気爆発が起こらないことを最新の科学的知見に基づいて、また国際水

準に照らして調査・審議、確認を行わなければならない。 

２．その際、規制委はセレナレポートを参照しなかった。セレナレポートは２００２年以

降、原子炉において発生する危険のある水蒸気爆発について調査研究（一部実

験も含む）した報告である。 

３．水蒸気爆発に関するもっとも信頼のおける報告の一つであるセレナレポートを参照し

なかったのは、審査自体に落ち度があるもので、伊方最判に反する。 

8 



ま と め 

 セレナレポート2017は、「総てではないにしても、ほとんどの国では、主に不確実性問題が

解決していないため、圧力容器外での水蒸気爆発を考慮することは、未解決の問題のまま

である。」 と総括している。 

 IAEAも「水蒸気爆発を排除するために望まれる方法は、とにかく溶融炉心の水中落下

を避けることである。」と述べている。 

  

 最新の世界的知見と言うべきセレナプロジェクトの成果を検討することなく出された本件

許可は、その審査において不合理であり、伊方原発３号炉の安全は保障されていない。  
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